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↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓プレドニン 10mg/body

③生食２０ｍｌ＋ファモチジン20mg １Ａ (iv)

④グラニセトロン１Ｂ＋オルガドロン４Ａ （30min）

⑤生食２５０ｍｌ＋ジェブタナ 25mg/m2 (1hr)

5分

ジェブタナ
生食５０ｍｌ

生食５０ｍｌ オルガドロン 生食２５０ｍｌ

ビスミラー グラニセトロン

３０分

プレドニン 10 mg/body

ジーラスタ 3.6 mg/body

ジーラスタ 3.6mg/body

薬剤名 投与量

ジェブタナ 25mg/m2

投与計画 薬剤名 基準量

ジェブタナ 25 mg/m2

⑥生食５０ｍｌ (5min)　　　　　　　　　　　　　　　　　     　　　 （Day1）

●プレドニン（５）２錠　１日１回朝食後　　　　　　　　　　　　（Day1-21）

2018年9月承認

条件 ドセタキセル無効の症例に限る

①生食１００ｍｌ（ルートフラッシュ用）

②生食５０ｍｌ＋ビスミラー１Ａ（30min）

73 泌尿器-8

適応 去勢抵抗性前立腺癌

プロトコール名 前立腺癌　ジェブタナ療法

投与期間 点滴は３週に１回投与、内服は連日投与

●ジーラスタ ３．６ｍｇ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Day3）

生食１００ｍｌ

ファモチジンiv

↓

３０分 １時間

ジェブタナは0.22ミクロン以下のインラインフィルターを通して投与すること

ジェブタナ投与時はPVC製の輸液バッグ及びポリウレタン製の点滴セットを使用しないこと

FN発生率20%以上

⇒ジーラスタ投与は必須



初版 ２０２０．６．１５　作成

・次表の基準を参考に、減量・休薬をおこなうこと

好中球数 ２０００/mm3以上で実施可能

※休薬した場合、次クール以降は20mg/m2に減量すること

●休薬・減量基準


